








飯舘村は、福島県の地域区分から「浜通
り地域」に属し、県の東北部、阿武隈山
系北部の丘陵地帯に広がる標⾼220 ｍ〜
600 ｍに生活基盤をもつ農山村である。
⾼い山や険しい谷はほとんどなく、比較
的平坦な山が連なる⾼原的地形となって
いる。

年平均気温10℃前後、年間降水量
1,300㎜、気候は比較的夏は涼しく、冬
は降雪が少ないものの、氷点下15℃以
下になる日も年に数日あるなど、寒さが
厳しい地域である。
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１ 基本理念
豊さの尺度は、外から与えられるものではなく自
分自身の中にあることを理念に掲げた。都市の後
追いではない、身の回りの豊かさに着目し、魅力
を掘り起こすことによって、自らの力で、豊かな
暮らしと地域社会を築き上げる内発的発展を目指
した。
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２ 村⺠主体の村づくり 飯舘村第３次総合振興計画（昭和58 年
策定）、飯舘村第４次総合振興計画（平成6 年策定）においては、
村⺠のあらゆる階層から多くの参画によって策定をしている。第５
次総合振興計画（平成16 年策定）では、５つの部会を設け村⺠主体
の策定を進めるとともに、20 行政区それぞれに地区別計画を策定し、
地域資源の掘り起こしやコミュニティの育成を進めた。これら住⺠
主体の村づくりは、「平成の合併」にかかる自主・自律の議論とも
あいまって住⺠自治への関⼼や自治意識の⾼まりへと繋がった。村
では総合計画をはじめとし、村の主要問題の検討についても村⺠の
参画する機会を多く設け、結果として、実行段階においても多くの
村⺠の関わりにより実施されることと
なり、村⺠の村づくりに対する関⼼、ひいては村の行政運営への参
画へと繋がってきた。
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